
厚生労働科学研究費補助金事業 松本班・嶋根班 

合同研究成果報告会（令和３年度） 

 

日時：2022 年 3月 11日（金）10:30～15:30 

Zoom によるオンライン開催 

お申し込みいただいた方には後日、招待メールを送ります。部分参加も歓迎いたします。 

 

第一部 厚生労働行政推進調査事業費補助金医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエンス政策研究事業 

薬物乱用・依存状況の実態把握と薬物依存症者の社会復帰に向けた支援に関する研究 （研究代表者：嶋根卓也） 

 

第二部 厚生労働科学研究費補助金障害者政策総合研究事業 

再犯防止推進計画における薬物依存症者の地域支援を推進するための政策研究 （研究代表者：松本俊彦） 

 

 

【申込方法】 

参加ご希望の方は、以下の URL あるいは QR コードからお申し込みください。  

誠に恐縮ですが、受付は 250 名までの先着順とさせていただきます。 

 

 

    https://forms.gle/FJetg8JMmur2yKMs8 

申し込み締め切り 3 月７日（月）12：00 

 
 

【事務局】 

国立精神・神経医療研究センター 精神保健研究所 薬物依存研究部 

TEL/FAX：042-346-1954（担当：松本、野本） 

メール: s02nomoto@ncnp.go.jp（担当：野本） 

  

 

mailto:s02nomoto@ncnp.go.jp


第一部 プログラム 

薬物乱用・依存状況の実態把握と薬物依存症者の社会復帰に向けた支援に関する研究 

（嶋根班） 

 

10:30～10:35 研究代表者挨拶および研究班紹介 

 嶋根卓也（国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所） 

 

 

10:35～10:55 薬物使用に関する全国住民調査（2021 年） 

 嶋根卓也（国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所） 

 

10:55～11:15 全国の精神科医療施設における薬物関連精神疾患の実態調査 

 松本俊彦（国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所） 

 

11:15～11:35 救急医療における薬物関連中毒症例に関する実態調査：一般医薬品を中心に 

 上條吉人（埼玉医科大学医学部臨床中毒学、 

                    埼玉医科大学病院臨床中毒科／臨床中毒センター） 

 

11:35～11:55 米国における嗜好用大麻の合法化が邦人留学生の意識・行動に与える影響に 

           関する研究 

 Tooru Nemoto（Public Health Institute, U.S.） 

 

11:55～12:00 研究代表者挨拶・事務連絡 

 嶋根卓也（国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所） 

 

昼休憩（60 分） 

 

 

 

 

 

 



第二部 プログラム 

再犯防止推進計画における薬物依存症者の地域支援を推進するための政策研究 

（松本班） 

 

13:00～13:05 研究代表者挨拶および研究班紹介 

 松本俊彦（国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所） 

 

 

13:05～13:25 保護観察の対象となった薬物依存症者のコホート調査システムの開発と 

 その転帰に関する研究 

 松本俊彦（国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所） 

 

13:25～13:45 薬物依存症者に対する地域支援体制の実態と均てん化に関する研究 

 白川教人（横浜市こころの健康相談センター） 

 

13:45～14:05 司法と福祉の連携による薬物依存症者への地域支援とその回復過程に 

 関する質的研究 

 髙橋康史（名古屋市立大学大学院人間文化研究科） 

 

休憩（15 分） 

 

14:20～14:40 民間支援団体利用者のコホート調査と支援の課題に関する研究 

 嶋根卓也（国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所） 

 

14:40～15:00 更生保護施設における薬物依存者支援の課題と地域連携体制のあり方に 

 関する研究 

 森田展彰（筑波大学医学医療系社会精神保健学） 

 

15:00～15:20 薬物依存症者への就労支援のあり方に関する研究 

 引土絵未（日本女子大学人間社会学部社会福祉学科） 

 

15:20～15:30 研究代表者挨拶・事務連絡 

 松本俊彦（国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所） 

 

以上 


